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研究ノート:新人教員の苦悩に対して教員養成には何ができるか
ーリアリテイ掴ショックを想定した教員養成のあり方一
杉 原 真晃
(山形大学基盤教育院)
材高では， 小学校・ 中学校の新人教員が抱える苦悩に対して教員養成に何ができるかlこついて検討するO
新人教員の抱える苦悩には， 多忙、 子どもへの対応、 保護者への対応、 職場の人間関系などがあり， その
要因には、 仕事に対して熱心であること， 仕事の無限定性を爵見オる傾向が高いこと， 管理職・同僚開系が
かえって追いつめることなどがある。 このような苦悩は， 教員養成と学校現場とのギャッブ。から生じるリア
リティ・ショックと言える。近年、 教員養成において育成する教員の資質能力として、 「判交現場が抱える
課題への対応 Jr 実践白骨量導力Jr.教員として最小限必要な資質能力」を重調することが求められているD し
かしながら、 新人教員が抱える苦悩を考慮すれば、 これらの資質能力は 「うまくできるようになるJことの
限界や 「同僚性を作り出す」ことの限界を持つことがわかる。
したがって， 教員養成においては， これらの限界に対し、 「学校現場における困難な状況の想定Jrrでき
ないことjを受容することJr学校職場を超えた仲間づくりJを学生が行っていくこと・そのきっかけを作
ることを支援することが必要となる。
キーワード: 新人教員の苦悩， リアリティ・ショック， 学校現場における困難な状況の想定， rできない
ことJを受容すること， 璃楊を超えた仲間づくり
はじめに
2011 年 11月， r辞める新人教員， 10年間で 8.7
倍， r心の病J急よ普Jというニュース(asal止com(朝
日新開制11月8 日付) が飛び込んできた。
文音防ヰ学省、による調査によると， 採用1年目の新
人教員の退職率が上昇していることが明らかとなっ
ている。近年の状況(主なもの) は次のようになっ
ている。
平成15年 111 人(全採用者に占める割合 0. 6 1%)
(うち病気による依願退職10 人)， 
平成 16 年度 191 人 (全採用者に占める割合
0.98%) 
(うち病気による依願退職61 人)， 
平成 21 年度 317 人 (全採用者に占める割合
1.28%) 
(うち病気による依願退職86 人、 86 人のうち精
神疾患による槻長退職83 人)
平成 22 年 度 296 人 (全採用者に占める割合
1. 15%) 
(うち病気による依願退職101 人， 101 人のうち
精神疾患による槻長退職 91 人)1) 
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このような現状は大学教育に携わる者として決し
て看過できない。 さらには、 病気キ精神疾患になり
ながらも退職せずにこらえている教員、 あるいは、
臨時採用の新者離市がこれらのデータには含まれて
いないため， 氷山の一角としてとらえる必要がある。
大学における教員養成は， このような現状に対し
て一体何ができるのであろうか。本稿では， このよ
うな問題意識を背景として、 採用1年目の新人教員
が学校現場において抱える 「苦悩Jに着目し， 学校
現場でのリアリティ・ショックが新人教員を苦悩に
追い込んでいる現状とその要因を確認する。そして、
そのような問題に対応 する教員養成のあり方につい
て考察を加える。
1. 新人教員の苦悩の背景
(1 ) 新人教員の苦悩の現状
新人教員の退職、 病気・精神疾患の数・率の増加
に関して， 学校現場で何が起きているのであろうか。
全国の小学校・中学校の校長 (1，133名) および
教員 (5，515名) を対象に行われた 「第5 回学習指
導基材踏」では、教員が抱える悩みとして、「耕才
準備の時聞が十分にとれなし\J ω\学校 91.3%、 中
特交81.3%)、 「作成しなければならない事務書類が
多いj ω\学校 84. 2%、 中学校76. 9%)、「休日出勤
や残業が多いJ(小朝交 67. 0% 中判交73. 2%)、「生
活指導(生徒指尊)に時間がかかり過ぎるJ (小学校
59. 3%、 中学校 57. 3%) など日々の忙しさに関する
悩みが上位にあがっていることが示されている叱
その他、 「行政が学校現場の状況を把握していな
いJ ω\学校76. 9%、 中学校72. 0%)、 「図書費キ教
材費が不足しているJω\学校66. 2%、 中学校57. 0%)
など教育制度・財政に関する悩みや、「特別な支援が
必要な児童・生徒への対応が難しいJ(小学校75. 3%、
中学校76. 0%)、「児童・生徒間の学力差が大きくて
授業がしにくい」 ω、学校 65. 5%、 中学佼71. 0%)
など子どもへの対応に関する悩み、 そして、「保護者
や地域住民への対応が負担であるjω\学校48. 6%、
中学校45. 3%) といった保護者や地嚇士会との関わ
りに関する悩みが比較的上位にあがっている。
これらは採用1年目の新人教員に限ったデータで、
はないが、 新人教員も同じ状況に置かれていること
は確かである。 本調査では、 日々の忙しさに関して
は、 教職権!験年数が少ない若い年齢層の教員ほど、
残業時聞が長く、 授業制簡や蝋賓処理などに時間が
割かれていること、 そして、 土日の出勤日数が多い
ことが指摘されているo í.若い年齢層」ということで
採用 1 年目の新人教員に限ったデータで、はないが、
新人教員が多忙に苦しんでいることが予想される。
村上は， 愛知県の初任教員研修を受けている小学
校・ 中学校の新規採用教員1，163名に対し、 朝交で
のストレス・困っていることの調査を行った叱そ
れによれば、 新規j采用教員は、 主に， í多忙J í.聴楊
の人間関係Jí:授業J í保護者との関係J í苦闘舌動の指
導 ( 中学校)Jの 5 つの困難と直面していることが
明らかとされた。
「多忙Jとは， 諸帳簿の記入 出張・研修の書類
提出， 耕オ研究などによる雑多な業務から生じる忙
しさである。
「児童生徒のf津島とは， 言うことを聞かない児
童生徒への対応， 暴力的な児童生徒への対応， 特別
に配慮、が必要な児童生徒への対応などである。
「職場の人間関係」とは， 職員室の空気が重い，
年配の先生が多く肩身が狭い， 教職員が協力的でな
いなどである。
「授業Jとは， 授業の仕方が分からない， うまく
教えられない， 自分の授業に自信がない， 受け持つ
授業の科目数が多いなどである。
「保護者との関係Jとは， 理不尽なクレームなど
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である。「音防舌動の指導」とは， 休日に音問舌動の指導
があるので教材研究ができない， 部活動の指導のた
めにプライベートな時聞がもてないなどである。
これらの調査からは， í多忙Jí子どもへの対応」
「保護者への対応Jí.職場の人間関係」などの多面的
な苦悩、 そして、 新人教員独力では到底対処できな
いであろう非常に困難な苦悩の網の目に絡め取られ
ている様子がわかる。 それは、 大学卒業時までに学
んできたことと朝交現場の実情との間のギャッフ。に
耐えられない 「リアリティ・ショックJと言うこと
ができるであろう。
「リアリティ・ショック」としづ現象は、 医療・
看護の世界においてよく議論される。福島は， 医療・
看護の現場で語られるリアリティ・ショックが生じ
る要因について， í仕事の現場とし1うのはリアノレタイ
ムで出来事が進行していて， そこで学習に必要なあ
る種の猶予， つまりちゃんと立ち止まって考え直し
たり， 分からないところを繰り返し試してみたり，
あるいは適当なタイミングで先輩や指導者に， 適度
の指導を受ける， といったチャンスは限られているJ
4) rリアルな状況が， お膳立てされた学校教育では
カバーで、きない様々な問題をいきなり， しかも息つ
く暇もなく突きつけてくる」θ と述べている。
では、 朝交現場において新人教員が経験する苦悩
としてのリアリティ・ショックは、 一体、 どのよう
な要因によるものなのであろうカ元
(2) 新人教員の苦悩の要因
山田は、「第5 回学習指導基材周査jから， 若手
教員ほど非常に仕事に対して熱心であり， それゆえ
に多忙化し勤務時間が長期化していること， そして，
仕事の無限定性(家庭や校外での生活もできるだけ
指導する) を爵見する傾向が高いことを指摘してい
る久若い教員はベテラン教員に比べ一般的には
業務経験が浅いため， 業務それぞれにかかる単位時
間はベテラン教員のそれらよりも長くなることは容
易に指則できる。 そして， 若手教員が仕事に対して
熱心であることが， 多忙化とそれによる苦悩の増大
に拍車をかけていることは， 何とも皮肉で切ない現
実である。
そして、 某県内小学校教員159名、 中学校教員147
名を対象に、 教師のパーンアウトと自己効力感につ
いて調査した貝川らは、 職場満足度 (í勤務校の児
童・生徒に愛着を持っているJí勤務校での学校の仕
事は充実感がある」など) の低さと消耗感や達成感
の後退が大いに関係していること、「教師にできるこ
とには限界があるJという考えと現場満足度の低さ
や協働性 (í教員聞の協力体制があるJ í分掌が機能
的に活動しているJなど) の低さが大いに開系して
いること、 そして、消柏惑と職場満足度の低さや協
働性の低さが大いに闘系していることを指摘してい
る吟。
また、伊藤は、 208名の教師を対象とした、 パー
ンアウト傾向を規定する諸要因についての調査を行
い、20代・3 0代の若手教員と4 0代以上のベテラン
教員との苦悩の差異を分析している。 それによると、
ベテラン教員に比べて若手教員のほうが、 パーンア
ウトに関わる要因として「達成感の後退J をより強
く感じていること、 子どもとの関わりを爵見してい
る一方で、「新村鱒の悩みJ í児童生徒との関わりj
などの教師という仕事の中核、 毎日の仕事の中で直
面するものに対する悩みを多く抱えていることを指
摘しているゆ。
そして， 久冨は， 採用1年目の耕采朝市の苦悩に
関して， í子どもとの関係が難ししリ「父母との関系
づくりの性格変化J í管理職・同僚間系がかえって追
いつめるjという相教を指摘するゆ。
「子どもとの関係、が難ししリについては， 自分が
それまで「当り前Jと思っていた「教師・生徒関係J
や「子どもの姿Jが通用しない現実の子どもたちへ
の戸惑いが主な要因と指摘されている。
「父母との闘系づくりの性格変化jについては，
子どもとの関係づくりにおけるつまずきに始まるも
のとして位置付けられ， 保護者による学樹両足度の
低下・新自由主義的学校観・子育てや生活での不安・
ストレスなどによる， 保護者からの激しいクレー
ム・不安の声の親の間での広まりと， それによる教
職アイデ、ンティティ (教師としての誇り) および自
己肯定感の低下， 保護者とのトラブル対応の長時間
過重労{枇が主な要因と手輸されている。
「管理職・同僚開系がかえって追いつめるJにつ
いては， 職場の管理職・同僚が新人教員の苦しい立
場を受け止め， その苦労・努力を認めて支えるどこ
ろか， その反対に「あなたが悪し\からだ， あなたの
責任だ， 謝りなさしリ と， ここぞとでもいうように
責める側に回っていること (学校で働く教師の健康
と安全を守る管理責任の無期子) が主な要因と指摘
されている。
また、オ吋ずは、1990年代以降の教員の資質向上の
施策について、 新自由主義的な施策がとられはじめ
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たこと、 学校での目標管理→軒面システムの構築が
求められるようになってきたことを指摘している
10)0新自由主義的判交観は、 保護者だけでなく判交
そのもの中にも浸透しており、 学校の同僚関係のあ
り方に影響を及ぼしているのである。
管理職・同僚開系lこついては、「第5 回学習指導
基材周査Jにおし\ても、問題があることが伺われる。
本調査における小物交・中学校教員の「職場や教員
間の開系Jにおいて、「よくあるJ かどうかの割合に
ついて、「先輩・同僚に気軽に相談するJことが小学
校で 55. 9%、 中学校で 46. 4%、 「職員室の雰囲気が
いいと感じるJことが小 学校で 46. 7%、 中学校で
35.6%、「管理職に気軽に相談する」ことが小判交で
28. 4%、 中学ヰ交で25. 7%、「仕事以外でも同僚と付き
合うJことが小学校で17. 6%、 中学ヰ交で13. 9%とな
っていることが示されている11)。 年齢別のデータが
示されていないので限界はあるが、このデータから、
職場の同僚性が、 必ずしも新人教員の苦悩を支援す
るような系E織として成立しているとは言い切れない
状況が見て取れる。
先に述べた村上の調査によると、 新任教員の精神
健康度とストレスと感じる要因との関係について、
「児童生徒に教育活動を行う上で感じるストレスj
「保護者に応対する上でのストレスJí，職場の同僚、
上司とかかわっていく上で感じるストレスJí事務処
理などを行う上で感じるストレスJ í多忙であること
から感じるストレスJí，仕事以外の私生活上のストレ
スjが相関がある中で、「多忙であることから感じる
ストレスJí，職場の同僚、 上司とかかわっていく上で
感じるストレスJ が特に強しヰ目関がある要因である
ことを明らかにしている180
これらの指摘・調査結果からは、 子ども・保護者・
管理職や同僚という新人教員を取り巻く環境の多様
な現実が， 新人教員の持つ「当たり前jととらえが
ちな価値観やそれを元にした資質能力と合致しない
現実が見て取れる。 そして、 同僚からの支援が得ら
れない、 むしろ追いつめられる・ストレスになる場
合があるために、「八方ふさがりjになり、孤立化し、
追い込まれでして現実が見て取れる。
もっとも、 その責任は， í善Jí良いものJ を追求
しがちな「教育jとそれを支える「教員の養成Jを
扱う大学にもあるのかもしれないし、 大学を新自由
主義的価値観や目標ー管理システムに導く我が国の
教育施策、 さらにはその背景となる世界的な悪灯台・
経済や教育の動向にあるのかもしれないが、 この議
論に関しては別稿に譲る。
以上のような要因により生じる学校現場でのリア
リティ・ショックに対し、大学の教員養成には一体、
何ができるのであろうがb
2. 学校現場の課題に対応できる実践力
(1 )  教員個人の資質能力
中央教育審議会答申 「 今後の教員養成・免許制度
の在り方についてJ(2006 年) では， 大学における
教員養成の方向性として 「 学校現場が抱える課題へ
の対応J r実践的指幕力J r教員として最小隈必要な
資質能力Jが爵見され， そのために， 耕輔導の充
実， 組織的指導体制の整備， r捌誌実践演習jの新設・
必修化が挙げられている口 そして， 学生がこれらの
資質能力を育成できるようJ各大学が養成する教員
像ヰ教職課程の到達目標等Jを示し， それを魅織的・
体系的に育成することが述べられている。
「実践的t鱒力jとして問答申に挙げられている
ものは、 「使命感や責任感， 教育的愛情等に関する事
項J r.社会性や対人関系能力に関する事項J r幼児児
童生御鞘幹学秘経営等に関する事項Jr耕ヰ・保育
内容等の指導力に関する事項Jである。
(2) 新人教員の成長を現場で支える同僚性
朝交現場が抱える課題への対応について、 教員個
人の資質能力に加え、新人教員の成長を現場で支え、
協同で課題に対応 する同僚性の構築も求められる。
中央教育審議会 「新しいH割tの義務教育を創造する
(答申)J (2005年)では， 次のように述べられてい
る。
教師には， 子どもたちの人格形成に関わる者と
して， 豊かな人間性や社会性， 常識と教養， 礼儀
イ伴去をはじめ対人間系能力， コミュニケーション
能力などの人格的資質を備えていることが求め
られる。 また， 教師は， 他の教師や事務職員， 栄
養職員など， 鞠哉員全体と同僚として協力してい
くことが大切である。
教師の質の向上のためには， 職場の同僚同士の
チームワークを重視し， 全員のレベルを向上させ
る視点と， 個々の教師の能力を話可面し， 向上を図
っていく視点の両方を適切に組み合わせること
が重要である。 その際には 校長のリーダーシツ
プ及び学校を支える教育委員会 の役割が重要で
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ある。
また， 中央教育審議会 「 今後の教員養成・免許制
度の在り方について(答申)J (2006 年)においても，
改革に当たっての留意点として次のように述べられ
ている。
教員の多忙感を斡威し， 本来の鞠努に専念でき
るよう， 学校の事務・業務の見直しゃ， 国・都
道府県・市町村が行う調査等の精選， 事務処理
体制の整備を進めるとともに， 教員の精神面を
支えるための相談体制を整備するなどの環境整
備に努める必要があること
子どもの学ぶ意欲や学力・気力・体力の低下，
いじめや不登校， 校内暴力等の問題の深刻な状
況等， 学校教育における複雑・多様化する課題
及び�LD (学習障害)， ADHD (注意欠陥/多動
性障害) や高機能自閉症等の子どもへの適切な
支援といった新たな課題に 朝交全体として組
織的に対応するための体制整備を進める必要が
あること
これらの答申からは 新人教員を苦しめる要因の
1 つで、ある多忙感を輯戒し精神面を支えるため、 そ
して、子どもの学ぶ意欲や学力・気力・体力の低下，
いじめや不登校， 校内暴力， LD(学習障害)， ADHD 
(注意欠陥/多動性障害)や高機能自閉症等の子ど
もへの適切な支援など 判交現場が抱える多様な課
題に系邸騨句に対応するために、 教員同士の同僚性の
構築が重要期されていることがわかる。
3. 学校現場の課題に対応できる実践力の問題点
(1 )  rうまくできるようになる」ことの限界
しかしながら、ここで一つの聞いが浮かび上がる。
それは， 次のような聞いである。
学校現場の諜題に対応できる実践告官陸幕カ(特に、
社会性や対人関係能力)が必要なことは系内得でき
るが，教員養成の数年間でそれらが育成されうる
のであろうか?
渡濯は、 教員に求められる資質能力として コミュ
ニケーション能力が重要許見される状況について、 次
のように述べる。
今や， 教員が身に付けなければならない資質能
力として， コミュニケーション能力が最も重要な
資質能力のーっといえる。 しかし， 現在の青少年
にその能力を育成するのは， 難しくなっている。
その能力は， 今や社会性・人格的能力として見倣
されているように， パーソナリティの-官日ともい
えるものなので， 一朝一夕には身に付かないもの
である。[中略]しかし， 難しし\からといって， 諦
めてはいけないことはいうまでもない。 13)
このf出荷からもわかるように、 コミュニケーショ
ン能力に代表されるような社会性や対人間系能力を
育成し、 子どもや保護者、 そして同僚との闘系づく
りを 「うまくできるようになるJことは、 一朝一夕
に可能なことではない。 したがって， 学校現場の課
題に対応できる実践的指導力が必要な椀哉の仕事を、
新人教員が 「うまくできるようになる」ことには自
ずと限界があるのである。
しかしながら、学校現場では、 新人であろうがな
かろうが、 子ども・保護者の前に立ち、 同僚ととも
に職場を切り盛りしてし1かなければならない。 そこ
では、「一朝一夕に身に付くわけではなしリからとい
って悠長に構えてはいられない現実が待ち構えてい
る。 したがって、 そこでは 「うまくできないj自分
がむき出しにされる。 場合によっては、 子ども・保
護者・同僚からの社昨リの目に晒される。 そのような
状況では、「学校現場が抱える課題への対応 」や「実
践 自令権導力Jが爵見され、教職に関する知識・技能，
豊かな人間性や社会性， 常識と教養， 礼儀作法をは
じめ対人関係能力， コミュニケーション能力などの
人格的資質が求められれば求められるほど、「できな
いJ自分がますます肥大化し、 悩み、 自らを責め、
思いつめていくことが想像できょう。「うまくできな
いから、 うまくできるようになろうJと思うことは
大切であるが、 うまくできるようになるための背子
錯誤のゆとりもなく、「徐々にうまくできるようにな
っていむという回路が遮断されるほどの、「うまく
できるようになるJことへの要求圧力がかかってい
るのである。
(2) 1同僚性を作り出すjことの限界
このような 「うまくできるようになることjの限
界に対し、 学校現場での教員同士の連携・協同とい
った同僚性により対応していくこと、 そして新人教
員をそれにより成長させていくことが有用な手段と
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して考えられる。 中央教育審議会 「新しい日割吃の義
務教育を創造する(答申)J (2005年)でも「教師は，
他の教師や事務職員， 栄養職員など， 耕哉員全体と
同僚として協力していくことが犬切である」と述べ
られていた。
しかしながら、 ここで新たに一つの聞いが浮かび
上がる。 それは、 次のような聞いである。
管理識や同僚が適切に協力してくれる入・組織と
なっている可能性は決して高くないのではない
か?
先述したように、 久富は， 管理職や同僚が適切に
協力してくれない， さらには， 新人教員を追いつめ
るような言動をするといった事実に言及していた。
そして、 「第5 回学習指幕基材周査」で明らかと
なっていたように、 先輩・同僚・管理職に気軽に相
談すること、 職員室の雰囲気がいいと感じることな
どの割合は決して高いとは言えなし、
さらに、村上の調査で明らかとなっていたように、
新任教員の精神健康度と晴楊の同僚、 上司とかか
わってして上で感じるストレス」が特�;:5齢、相関が
ある。
このように、 職場の同僚性は、 必ずしも新人教員
の苦悩を支援できるものとして待ってくれているわ
けではないのである。
また、オ℃村は、 教員の資質向上に関する施策にか
かる1990年代以降の新自由主義的な動向において、
教員の輪島成長の場が、 11989年に初任者研修とい
う形での悉皆明言Eが導入され、 これに伴う 「条件附
採用jが設定された。 これを契機に現騎撒員の成長
の場は自発的な同僚性や民間団体から、「官製j的な
システムによるものハ徐々に移行していく」状態と
なっていることを指摘している160近年の教育改革
における学校避湖特教員割面制などの聯ill.は、 こ
のオ吋すのf酎箭にあるような変化と見ることができよ
う。報交現場が新自由主義的な文化、 目標管理一評
価システムの中に置かれ始めている状況が背景とな
って、 管理職・同僚が新人教員を追い込むような状
況が発生するならば、 そのような 「官製J的な手邸哉
集団に新人教員を囲い込むこと防壁けなければなら
ない。 同僚性について、 久冨は， 次のような疑問を
投げかけている。
同じ学校現場の中には昔から対立もあり， 考え
方の開きもあって， さまざまの教師グノv-ヴ。もあ
る。[中略] 元来が美化できない つまり騎楊の教
師関係がどこでも九、いことづくめJということ
は原理的にあり得な川新人教師がある職場やそ
の教員文化になじむ過程は， いつの日寺代も<成長
>の面と<堕落>の面とを含んで展開するもので
ある。 1 θ
「同僚↑生jという言葉がまずいと考えるもう一
点は，職妙トのサークルでの「悩みや愚痴のこぼ
し合しリ から始まる 「 今日的に広がる，職場外の
教自制中間関係、 (collegiality) の姿Jを一段低いも
のと見て， r同僚jとしづ言葉に込められた一つの
学校職場での仲間関係のほうを特権化する点であ
る。 16)
新人教員が抱える苦悩の間関卒決を、 このような
問題を苧む 「同じ学校現場」の 「同僚「生jに 「委ね
るJことに、 我々ほ慎重にならなければならない。
そこで、 次に考えられることは、 新人教員となっ
ていく学生に， 自ら学校現場が抱える課題に対応で
きる同僚性を構築していくような資質能力を求める
という対策である。
先に紹介した中央教育審議会 「新しい時代の義務
教育を創造する(答申)J (2005年) では， 次のよう
に述べられていた
教師には，子どもたちの人格形成に関わる者と
して， 豊かな人間性や社会性， 常識と教養， 礼儀
作法をはじめ対人関係能力， コミュニケーション
能力などの人格的資質を備えていることが求め
られる。 また， 教師は， 他の教師や事務職員， 栄
養職員など，教職員全体と同僚として協力してい
くことが大切である。
しかし、 ここでまた一つ聞いが浮かび上がる。 そ
れは、 次のような聞いである。
新人教員を追いつめるような同僚関係で、あった場
合，新人教員のf他の耕市や事務職員，栄養職員
など，繍議員全体と同僚として協力していく資質
言�Jにより， 同僚性をより良いものに変革して
いくことを期待するのは，無理難題なのではない
か?
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繰り返すようだが、 「第5 回学習指導基材周査J
では、 先輩・同僚・管理職に気軽に相談すること、
職員室の雰囲気がいし\と感じることなどの害l恰は決
して高いとは言えない現状が明らかとなった。
村上の調査においては、 新任教員の精神健康度と
ストレスと感じる要因との関係に「職場の同僚、 上
司とかかわってし、く上で感じるストレスJ が挙がっ
ていた。
そして、 久冨の議論では、 新人教員が追いつめら
れる要因として 「管理職・同僚関係がかえって追い
つめる」という点が指摘されていた。
さらには、オ吋すがf酎商するように、学校現場では
新自由主義的な文化や目標管理一号平価システムが興
隆している。
新人教員にそのような問題状況を変革していく資
質能力を求めるなど、 到底 「教員として最;J\限必要
な資質能力Jの章笛震には入らない代物であろう。「同
僚性を作り出すJことにも限界があるのである。
現場でのこのような問題状況がある限り、 現場に
出てからの成長を待たずして、 新人教員が苦悩に苛
まれ、 病んでいくことは目に見えている。 どうすれ
ばよいのであろうか大学としては、研究成果をも
とに教育政策・制度の改善を進めていくこと、 可能
な限り多くの学校現場と連携・協力しながら、 新人
教員にとって (新人に限らないものではあるが) よ
り良い同僚性・1哉易環境が構築されるよう共同での
実践研究を進めていくことなどが、 一方で必要とな
ろう。 しかし、 もう一方で、 大学を巣立っていく目
の前の学生に対して、手だてを講じる必要もあろう。
4. 問題克服に向けて
(1 ) 学校現場における困難な状況の想定
これまで述べてきたことから、 新人教員が経験す
る学校現場でのリアリティ・ショックを克服するた
めの教員養成のあり方について、「学校現場における
困難な状況の想定JrできないことJを受容することJ
「学校暗楊を超えた仲間づくりJという3 つの側面
から考察を加える。
まずは、「学校現場における困難な状況の想定J で
あるD
企 業 の 採 用 に 関 す る議論に お い て は rRJP
低 eali sti c Job Previ ew)J C: V '\う概念があり， 組織が
個人の採用時に， その組織の惑い面も含めたリアル
な↑静校提供することが採用後のミスマッチを鞠戒
させることが指摘されているゆ。 また、 キャリア・
カウンセリングの世界では、 自らのキャリア開発と
して、キャリア・パスおよびその阻害要因を想定し、
その克服方法について考えるアフ。ローチがある 180
これらを参考にするならば、今井交現場における困難
な状況を想定し、 それへの対応のシミュレーション
や実践を教員養成において行っていくことが、採用
後の困難な状況への対応につながるので、はなし1かと
考えられる。
このような 実践を考えるにあたり、 奈良教育大学
の取組が参考となる。 奈良教育大学では、「鍵的場面
での「対応 力Jを備えた教員養成jを開発している
100「鍵的場面Jとは、「教育 実践において、 教員が
よく遭遇する場面であり コミュニケーションギャ
ッフ。が生じやすい、 対子ども、 対保護者、 対同僚と
の間で生じる、 とりわけ重要な教育実践問題状況を
含んだ典型場面Jを意味しており、「対応 力Jとは、
「鍵的場面におし1て、饗応" し (状況を感じ取り、
子どもや保護者、 同僚との円滑な関係を保ちながら
改善策を見通すこと)、 問題をζ解決"していく(行
動に移り、 その行動を振り返り、 成果に向け取り組
む) 力Jを意味している。
鍵的場面には耕ヰ指導の場と耕抄ト指導の場があ
る。 新ヰ指導の場の具体例には、 たとえば、「保護者
が子どもの蹴責が納得できず説明を求めて来校し
た (対保護者)J 1:授業中、 子どもが急に飛び出した
(対子ども)J 1ティーム・ティーチングをするのに
相手とうまくいかない(対同僚)Jなどがある。 そし
て、新抄ト指導の場の具体例には たとえば、「保護
者会でクラスの問題を保護者から指摘された (対保
護者)J 1行事などにおいて、学年間の意思疎通が図
れない (対同僚)J 1女子同士がグループY七して相手
を攻撃しあう (対子ども)Jなどがある。
このような鍵的場面での対応 力の育成は， 1テトラ
型チームJ(学部 4 年生、 大朝完生、提開交教員、
大学教員から構成される) を組織し、 インターン形
式(事前・薪麦指導含む) を通して行われる。
鍵的場面は、「課題鱒句場面Jと「遭遇鍵的場面J
に分類される。「課題鍵的場面Jとは学生があらかじ
め取り組んでみたい餅句場面のことであり、「遭遇鍵
的場面jとは実習中に起こる様々な鍵的場面のこと
である。
そして、 インターンシツ ブ。先で、ある提携佼で、 ①
予め課題として設定した鍵的場面(1課題鍵的場面J)
への取り組み、 ②実習中に遭遇した鍵的場面(1遭遇
鍵的場面J)への取り組み、@耀開交教員の経験談に
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基づく事例研究、④大学教員が提供する話題につい
てのワークショップ、 などの聯且を行う。 餅句場面
に対しては、 次の5 つのステップ。が段F闘句に取り組
まれる。
Stepl事伊l研究形式で、 シミュレーションをしな
がら実践を深める (対応の基礎)
Step2 実際に、今井交で遭遇した出来事を鍵的場面
と照合し 実践を深める ( 実践場面への響
応 )
Step3諜題解決に向けて取り組む戦略の立て方
を検討するぐ解決力の基議)
Step4 提携校の教員とともに、 学部学生が、 実際
に解決行動に踏み込む ( 実践的解決の経
験)
Step5 取った行動への反省的思考と次への創造
的思考の方法を学ぶ仮省的方法の取得)
以上のような取組は、 学校現場の多様で困難な課
題とそれに対するリアリティ・ショックに対応でき
る資質能 力を育成するものと位置付けることができ
ょう。 しかしながら、 これにより先述した問題点が
すべて解決されるわけではない。
(2) 1できないことJを受容すること
「鍵的場面における対応力」育成の聯且は、運営
の仕方次第では、林高「企(l)Jで述べた「うまくで
きるようになること」の限界から免れない。 つまり、
「対応できなしリ とし1う溜尺肢は許されないのであ
る。
「できなしリ ことが「できるようになるjことは
大切なことであるが、できないことがあった時に「で
きなしリことを受容することも重要である。 つまり、
できないこと、 そして、 それにより発生する苦悩を
認め、 それにより自らを追いつめることなく、 むし
ろ、 その状況とE闇住をとり、 相対化することが大切
なのだと考える。
山田の指摘にあったように、 若手教員ほど非常に
仕事に対して熱心であり， それゆえに多忙化し勤務
時間が長期化していること， そして， 仕事の無限定
性を爵見する傾向が高く、 このことが、 かえって新
人教員を苦しめている。
さらには、近年の教員養成の改革は、 そのような
新人教員の苦悩に拍車をかけるようなものとなって
いるとも言える。 たとえば、教育職員養成審議会に
よる 「新たな日寺代に向けた教員養成の改善方策につ
いて悌1 次答申)J(1997 年 ) において、 「棚哉の
意義等に関する科目jが 「教職への志向とーイね惑の
形成」を目指しているものとして位置付けられてい
ること、 そして、 中央教育審議会「今後の教員養成・
免許制度の在り方について(答申)J (2006 年)で挙
げられた教員として求められる4 つの事項の1 つに
「使命感や責任感， 教育的愛情等に関する事項jが
あることなどである。 これら目指されていることを
遠投すればするほど、 逆に大学を卒業し朝交現場に
入ってして若者を苦悩のスノぐイラルに陥らせること
につながる恐れがあるのである。「うまくできないこ
とjを受容することができれば、 新人教員はこのよ
うなス パイラルから脱出することができるのではな
いだろうカも
諸冨は、 メンタルヘルスの観点から、教員の悩み・
ストレスに対し、「弱音のはける職員室」があること
が必要だと述べる刷。 「弱音jのはける職員室があ
るとは限らないが、 少なくとも、 自分の中で (そし
て以下 1(3 )Jで述べるが神支外の仲間同士で) Iで
きなしリ ことを受容し、 弱音をはけることが大切な
のである。
そして、 先述した伊藤による調査では、 若手教員
のバーンアウトの要因として 「達成感の後退jをよ
り強く感じていることが指摘されていた。 求められ
る水準で、の仕事が「うまくできなしリことを受容し、
自分なりの「できることJIもう少し低い水準の仕事j
を見出し実践することで通戎J惑が得られることは、
バーンアウトを樹党ずることにつながるので、はない
だろうか。
また、 望月は、 教師のストレスと教師の生涯学習
という観的も、 教師のストレス解消に向けた採用
後の教師教育のあり方について、 次の3 点の提言を
行っている。
①「文化との多面的な交流の機会をもつことJ
②11 得意なもの・好きなものJの形成とその援助
→「生涯学習」についての基本的な学習とその
理解→「教育をしながら自らが楽しめるものj
の育謝鋤J
③「自己認識と相互理鳴卒ができるようになる教育
機会→子どもキ親との 「対言白の時間→「ホス
ピタリティ」の瑚卒と実践J 21) 
望月は新人教員に限定して述べているわけではな
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いが、 新人教員の苦悩に対しても有効なのではない
だろうか。 特に 「②「得意なもの・好きなもの」の
形成」に関しては、「できないことjを責めるより得
意な・好きな 「できること」を探し・発揮すること
が、 学校でのストレスの緩和・改善につながり、 翻
って、 精神健康を保ちながら 「できないこと」に挑
戦し 「できるようになる」回路を開いていくのでは
ないだろうカも
さらには、 宮田は、 高校教諭としての経験から、
判交現場で、の同僚関係について次のように述べる。
新採用の教師は研修や飲み会などで、比較的容易
に打ち解ける。 ところが、 数年たちそれぞれ自分
の教師スタイルをもち始めると、 その関係は急速
に崩壊し、 それぞれ感じ方や考え方の合う教師と
のみつながるようになる口 この頃に2 校宮、 3 校
目への転勤を経験するD それぞれ別の学校組験を
積んだ中堅の教師が、 その流儀を変えることは容
易ではない。[中国倒ゆえに、 ベテラン教師の割合
が高く困難の少ない学校では、 教師集団が形成さ
れづらい22)
「うまくできないJ 自分を受容することにより、
同僚による多様な教師スタイル・流儀と触れる機会
が得られ、 自らの教師スタイル・流儀の保守化を防
ぐことができる。 それは、 翻って、 より良い同僚性
の構築に寄与するのである。 新人教員のうちにこれ
を行っておくことは、 新人時の自分を守るだけでな
く、 自らが中堅となった持の新人教員を救うことに
もつながるのではないだろうか。
以上のような議論から， 教員養成期間において，
多様な学校現場のリアリティや間麟蕎造を知る・発
見すること， 多様なリアリティに対する解決策を模
索することに加え， その解決策がうまくいかなかっ
た時、 うまくいきそうにない組織的問題がある時に
「うまくできないJ自分を受容するような濁尺肢を
持たせておくことが大切となるであろう。たとえば、
次のような濁尺肢である。
・「できなしリ のは新人だから仕方ない
・「やらないことJ とI(やろうとして) できない
こむとは違う
・「できなしリ 時は同僚に助けてもらえばし\い
-組織や制度が改善されなければ問題は解決され
ないので、 「できなしリことで自分を責める必
要はない
-今の自分にできることをする、 もう少し低し1目
標設定を行い新子し、 成功を収める
・ 目標 を期待されている水準よりも低く設定する
ことは問題ではない
このような溺尺肢を受容・濁尺していけるなら、
リアリティ・ ショックを受けた際に、 自分を責め、
子ども・保護者から責められ、 同僚からも責められ
ることで追いつめられるような八方ふさがり状況か
ら目見却できるかもしれない。 さらには、 病気・ 精神
疾患になる前の元気な状態において、 「自分が悪いJ
のではなく 「ミスマッチ」であると解釈し、 転勤・
事現哉するといったキャリア形成を行うことも可能で
あろう。「うまくいくJ ことを望むにあたっては， íう
まくいかないJ 時のセーフティ・ネットを， 個人的・
系蹄設 的に菌出量しておくことが必要なのである。
(ゆ職場を超えた仲間づくり
同僚性を作り出すことの限界に対しても、 教員養
成において何かしらの手を打つ必要がある。 同僚性
構築の限界に対し， 久富は自ら， 次のように 「学校
外の仲間」の重要性について述べる。
若い教師にとっての「専門職仲間(colleague) J 
ないし 「仲間関係 (collegiality) J は， 今日では
ほとんど一つの朝交を越えてその職場外につく
られた「若手 教師だけの会J や， r組合とか民間
サークノい実践団体の中の若手教師を中心とする
集まり」 になっている。 23)
つまずいた状況を率直に出し合い， í苦しいの
は自分だ、けじゃない」と救われたり， 自分の苦闘
と悩みとを受け止めてもらったり， 月哉場で、受けた
「管理職や先輩同僚からの叱責J が「じつは不合
理なものJ と気づいて自責感から解放されたり，
他の人の組験に学んだり， 対処への適切なアドバ
イスをもらったりする。 そうしづ過程で， 意識/
無箭哉に， í子どもに対する見方や対処Jについ
ても新たに広がった視野を持てたりもしている。
あるいは「クレームを寄せる親jについての新し
い理解も開けたりしている。 24)
このように、 気の許せる仲間同士で弱音を含めて
苦悩を吐露し合うことは、 メンタルヘノレスの観点だ、
けでなく、 困難な状況の解決方法や教員としての成
長につながる新たな視野の獲得に寄与するのである。
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オミキナの指摘にあったように、現蔚撒員の成長の場
は、 自発的な同僚↑生や民間団体から 「官製J 的なシ
ステムによるもの〈移行している。 そして、学校現
場の状況は多様で複雑である。 したがって， 支えと
なる集団も学校内に単一化し抱え込ませるのではな
く， 学校外の仲間に開いていくことは非常に大切な
ことなのである。
とはし、え、 これまで述べてきたように、 教員は多
忙であり、 新たな学校外仲間を築いていくことは容
易ではない。 そのような状況に対し、 学校内の仕事
量や勤務時間、 学校現場の多様な課題、土砂支社会の
人口や通信・交通環境、 新人教員の趣味や個性や生
活スタイルなど、 多様な状況において多様な学校外
仲間の濁尺肢があることが、 新人教員の学校外の仲
間の 「作りやすさJ を生み出すであろう。
そのために、 教員養成において、授業以外の場面
で自主的に集まる学習仲間、 教員とのつながり、 先
輩・ 後輩による学習グループ。などが形成されるよう
なしかけを作ることが有用だと考えられる。 それは
たとえば、 授業で、の学習グノレーフ形成や上回生によ
るサポート、 授業内容・ 教育問題・ 教員採用誤験に
関する自主勉強会 の開催、 などを大学教員が意図 的
に作っていくことである口 さらには、 大学関連携に
よる、 複数の大学の教員志望学生による交流会やボ
ランティア活動の提供なども、 多様な学校外仲間づ
くりの還期支の1 っとして、 教員養成時期に意図 的
に作り上げておくことも必要なのではないだろうか。
さいごに
以上， 新人教員が学校現場において抱える「苦悩j
の現伏と要因、 それへの対策としての教員養成のあ
り方について考察を加えたO 多様で非常に困難な課
題を持つ学校現場に裸一貫で参入してくる新人教員
が抱える苦悩は、 やはり多様で非常に図難なもので
ある。 そのような状況に対し、「学校現場における困
難な状況の想定J ííできないことJ を受容することj
「学校職場を超えた仲間づくりJ などを大学の教員
養成時期に身に付ける (あるいは、 その萌芽づくり
だけで、も行っておりような取組が必要となろう。
久冨は、 学校現場の管理職に対し、「朝交で働く教
師の健康と安全を守る管理責任はどうなっているの
か? J í教師の生命や健康、 そして伸びやかな成長と
力量発揮は、 学校として極めて大切なことがらでは
ないのか」と述べる2ao これを教員養成に当てはめ
ると、次のように言い換えることができょう。「将来、
学校で新人教員として学生の、 採用後の苦悩を予防
し健康と安全を守る管理責任が大学の教員養成には
あるのではなし1か'Jr学生の採用後の苦悩への予防と、
それによる生命や健康、 そして伸びやかな成長と力
量発揮は、 教員養成として極めて大切なことがらで
はないのか」。
教員養成ができること、 やらなければならないこ
とに関する議論は、 今後も続けていく必要がある。
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Research Notes: What can We do on Teacher Education 
in University against the Distress of a New Teacher? 
Masaaki SUGlHARA 
(Institute of Arts and Sciences， Yamagata University) 
In this paper， 1 examine what the teacher education in a university can do for the students 
against the distress of a new teacher of elementary and junior high school. 
A new teacher has the distresses of busyness， correspondence to pupils or their parents， and 
relationship with coworker. And the causes of these distresses are that a new teacher is eagerω 
work， that a new teacher tend to think no limiting nature of the work， and that the management 
and relationship with coworker corner a new teacher on the contrary. It can be thought that the 
distress of a new teacher is caused by“reality shockぺthe gap of teacher education and the schoofs 
reality. 
τllerefore， the teacher education need to support for the students to do or make a chance of， 
assumption of di血cult situation in the school， acceptance of being unable， production of colleagues 
beyond a place of work. 
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